
                         
公益社団法人日本図書館協会図書館運営委員会規程 

  
（設置） 
第１条 公益社団法人日本図書館協会定款（以下「定款」という。）第５１条第１項及び

公益社団法人日本図書館協会図書館設置運営規程（以下「設置運営規程」という。）第

９条に基づき、公益社団法人日本図書館協会図書館運営委員会（以下「委員会」という。）

を設置し、その組織及び運営について、公益社団法人日本図書館協会委員会通則規程第

３条により定める。 
（目的） 
第２条 委員会は、設置運営規程第 1 条に定める図書館（以下「日図協図書館」という。）

の円滑な管理・運営に関し、長期的な展望に立って、広い視野から検討するとともに、

同規程第 3 条に規定する館長(以下「館長」という。) と協力してその運営に関与する。 
（任務） 
第３条 委員会は、設置運営規程第２条から第８条に定める日図協図書館の管理運営・サ

ービスに関し、次の事項について、館長の諮問に応じ調査審議しその結果を答申すると

ともに、必要な場合には、委員会自ら意見を具申する。 
（１）資料収集方針・計画及び収集方法の策定に関すること 
（２）資料受け入れのための体制に関すること 
（３）資料整理に関する方針及び目録作成の基本に関すること 
（４）資料提供サービスに関すること 
（５）管理・運営にかかる機械化、電子化に関すること 
（６）デジタルアーカイブに関すること 
（７）資料保存（アーカイブを含む）に関すること 
（８）展示会・講演会等事業に関すること 
（９）本法人の活動部会・委員会等との連携協力に関すること 
（１０）国会図書館等外部図書館などとの連携協力に関すること 
（１１）その他、日図協図書館の管理・運営に関すること 

２ 委員会は前項各号の事項について、館長と協力してその運営に関与する。 
（組織） 
第４条 委員会は、８名以内の委員をもって構成する。なお、委員の構成にあっては、定

款第 3 条に規定する本法人の活動対象とする図書館の多様性に考慮することとする。 
２ 委員長及び委員の任命及び解職は、理事会の議決を経て理事長が行う。 
３ 理事長は委員の互選によって選出された者を委員長候補者として理事会に提案するこ

とができる。 
４ 委員長は委員会を代表し、会務を総理する。 
５  委員会に副委員長を置くことができる。副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あ
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るときはその職務を代行する。理事長は委員の互選によって選出された者を副委員長候

補者として理事会に提案することができる。 
（委員の任期） 
第５条 委員長・副委員長及び委員の任期は、定款第３４条第１項に定める理事の任期と

同一とする。 
２ 委員が欠けた場合の後任の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（委員会の議事） 
第６条 委員会は委員長が招集する。 
２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 
３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは委員長の決

するところによる。 
４ 委員会に出席できない委員は、他の委員又は委員長に、予め通知された議事について

その議決権を委任することができることとし、この場合、その委員は出席したものとみな

す。 

５ 委員会は、必要な場合には電磁的方法によって委員会を開催することができる。 

（理事会に対する報告） 
第７条 委員長は、委員会の活動を理事会に対して、委員会通則第１０条第１項に基づき、

毎事業年度終了後３か月以内に開催される定時代議員総会の１か月前までに、文書で報

告しなければならない。また、委員長は、同条第２項に基づき、理事長又は理事会の求

めに応じて、委員会の活動を理事長又は理事会に報告しなければならない。 

（委員会の経費） 
第８条 委員会の経費は、本法人の予算の範囲内でまかなう。 
（規程の改廃） 
第９条 この規程の改廃は、理事会の議決による。 
附則 
 この規程は平成３１年３月１日から施行する。 
 


